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日比谷公園は、平時には都民の憩いの場としての機能を果たす一方で、
大規模災害時には多くの人々の避難場所として機能してきた。
関東大震災および東日本大震災における日比谷公園の使われ方から
その防災機能の変化を振り返りつつ、今後の課題について論じる。

なった。発災直後に公園や広場に避難した東
京市民は 157 万人余で、日比谷公園には主に
有楽町や芝区、京橋区から約 15 万人が避難
した3）。『東京震災録』には、「一日夕は…（中
略）…殆ど立錐の地なし」「日比谷公園入口
には、避難者停滞して進退困難なるに、神田
橋 鍜治橋 呉服橋 数寄屋橋方面より続くもの
蜿蜒長蛇の如く」4）と、多くの避難者が日比
谷公園に殺到した様子が記されている。
　山の手に移動する人や、焼け跡にバラック
をつくって帰住する人、鉄道や船舶で地方に
逃れる人がおり、避難者数はどんどん減少し
た。9 月 1 日には東京駅・宮城外苑・日比谷
公園に合計約 40 万人避難していたが、9 月
10 日に合計約 1 万 2,000 人、9 月末には合計
9,847 人となった。また、火災で大きな被害
を受けた警視庁が、一時、その救護本部を日
比谷公園においた（図2）。

1	 関東大震災時の日比谷公園の使われ方
　1923 年 9 月 1 日 11 時 58 分に発生した M7.9
の大地震によって、建物倒壊、津波、土砂崩
れなど、様々な態様の被害が発生したが、そ
の中でも特に大きな被害をもたらしたのが火
災であった。
　宮城外苑や日比谷公園、上野公園、浅草観
音境内などの公園・境内地では、樹木が防火
の役割を果たし、延焼を免れたことはよく知
られている1）。日比谷公園の近くでおきた火
事は、風向きの兼ね合いもあったであろう
が、公園には燃え移らなかった（図1）。公
園内では、松本楼が地震により倒壊して出火
焼失したが、イチョウ、サルスベリ、タラヨ
ウ、ヤツデ、アオキ、カヤ等の樹木によって
周辺の構造物まで火の粉が飛散することはな
かった2）。
　延焼を免れた公園・広場は、火災によって
家を失った罹災者たちの一時的な避難場所と
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図1　日比谷公園周辺の火災の状況
図版出典：東京市編（1930）「帝都復興事業図表」の第一図「震火災焼失区域、発火地点及延焼状況」の一部（市政専門図書館デジタ

ルアーカイブ）

図2　日比谷公園内救護本部前　九月二日
図版出典：警視庁（1925）「大正大震火災誌」（市政専門図書館デジタルアーカイブ）
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て、焼け残りの戸障子やトタン、配布された
物資等を公園の樹林に掛けて、思い思いに建
てられた（図3、4）。東京市公園課が菊花
陳列用の小屋を利用して建てた避難小屋もあ
った9）。これらは、雨が降り込むような粗末
なもので、罹災者たちは冷気と飢えに悩まさ
れたという10）。第一次の救護として、官公庁
や学校、寺社、富豪邸宅、陸軍等から借り受
けた天幕に罹災者を収容したが、一時の急場
しのぎにすぎないため、第二次の救護として

・生活（食べ物と仮住まい）
　日比谷公園に避難した人々の生活はどのよ
うなものだったのだろうか。
　井下清（当時の東京市公園課長）の回想5）

によれば、水は、災害の日から水道復旧の日
まで、非常用の井戸から汲み上げて供給し
た。これは、震災の前年に水道が断水した時
に掘られたもので、電動機のついた深井戸で
あったので、井戸側に溜めてある水をリレー
式で汲み上げ、黄色の水であったので沸かし

て供給したそうである6）。食料
については、（災害用ではなく、
徹夜作業用に）備蓄されていた
米で炊き出しを行ったが底をつ
き、食べ物に困った罹災者によ
って、池の魚や鳥が食べられて
しまったそうだ7）。日比谷公園
における東京市公園課の配給・
施米は 9 月 3 日から始まった8）。
　住まいについては、「避難小
屋（小舎）」「バラック」「本建
築」というように、移り変わっ
ていった。避難小屋は、発災直
後から被災者自身の手によっ



図3　日比谷公園内　九月七日
画像出典：警視庁（1925）「大正大震火災誌」（市政専門図書館デジタルアーカイブ）

図4　日比谷公園の避難
画像出典：大正十二震災實況畫はがき（東京都立中央図書館所蔵）
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バラック建設が急がれた。
　しばらくすると、公園内に公
設バラックが建ち始めた（図
5）。日比谷公園につくられた
のは、内務省直営バラックが
1,186 坪（住棟）、64 坪（附属屋）
で合計 1,250 坪、警視庁委任バ
ラックが 2,304 坪（住棟）、160
坪（附属屋）で合計 2,464 坪、東
京市直営バラックが 2,970 坪

（住棟および附属屋）だった11）。
9 月中旬、日比谷公園に残って
いた人々は、避難小屋からバラ
ックに移動した（図6）12）。
　東京市直営バラックには食
堂、浴場、郵便局、銀行、売店
などまで附設されていた13）、多
くの露店で賑わっていたよう
で、「日比谷村」「日比谷銀座」
などと呼ばれていた14）。
　震災から約半月の 9 月中旬に
は、「丸潰ぶれになった人も焼
け出された人も…（中略）…そ
れぞれ自活の道を開」かなけれ
ばいけないので、商売を始める
ものがおり、「小屋とは名ばか
りの露台を出して客を呼んでい

屋から下駄の歯入屋までも揃って居て、ここ
では何一つ不自由というものもないらしい」16）

と喜田貞吉が記している。新聞記事による
と、被災者だけでなく、混乱に乗じて市外や
山の手のほうからの出店もあったようだ。

・公園機能の回復
　「清々しく楽しい緑の公園」を復活するこ
とが急務であることが世論でもあったので

る俄商人の数がざっと三百余りもあろう」と
いう、焼け跡からの再起を図る被災者の状況
が新聞に報じられている15）。
　震災から 1 ヶ月以上が経過した 10 月 8 日
には、「日比谷公園のバラック村はなかなか
の繁昌だ。一時の仮住居で賑々しく各自商店
を張って居るばかりでなく、出来合いの露店
商人の店も甚だ多く、中にも飲食店が最も多
い。人間には口が先ず第一なのだ。其の他床



図5　日比谷公園での公設バラック建設工事
画像出典：大阪毎日新聞社編（1923），「関東震災画報 第 2 輯」，十七，大阪毎日

新聞社（市政専門図書館デジタルアーカイブ）

図6　日比谷公園内バラック　九月十七日
出典：警視庁（1925）「大正大震火災誌」（市政専門図書館デジタルアーカイブ）
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面とされた25）。井下清は戦後の雑誌記事にお
いて「非常時の仮設住居が二ヶ年以内に完全
に撤退して、以前の清々しい庭園に復活した
ことも現在とは世相が異なっているとは言え
心地の良いことであった」と回想してい
る26）。
　このように、日比谷公園には発災直後、延

1923 年 10 月末からバラック整理が始まっ
た17）。
　1923 年 10 月 31 日限りで露店を車道両側
に移し、小屋掛けは許さず、朝出して夜は片
付けるものに制限するという方針が打ち出さ
れたが、園内の車道はすでに隙間なく縄張り
がしてあって、池の畔などの露店は立退きを

余儀なくされるということで、
すんなりとはいかなかった18）。
立退きの話が出てから 4 ヶ月後
の 1924 年 3 月上旬になっても

「公園は依然として露店商人が
独占していて市民の慰安場には
ならない」、それだけではなく、
樹木や草花は踏みにじられ、公
園の池は下水溜まりという状況
だった19）。
　こうした状況の中、バラック
住民の立退きとは関係なく、公
園を緑のオアシスにするべく、樹
木を植え、動物も増やすことに
なった20）。何度か期限が延長21）

さ れ た 後、1924 年 10 月 24 日
に露店が全部引き払われた22）。
日比谷公園の公設バラックの撤
去は、1925 年 3 月 25 日を期限
として行われた23）。「市民の慰
安保健の場所を奪い又非常時に
於ける避難の場所を塞ぐ」こと
などが、公園からバラックを撤
去する理由とされた24）。
　こうして罹災者が立退いた後
には、公園としての復旧・改良
工事が行われた。運動場から復
旧工事を始め、従来 3 面だった
テニスコートは 1 面増やして 4



図7　日比谷公園瓢簞池付近　九月十八日
図版出典：警視庁（1925）「大正大震火災誌」（市政専門図書館デジタルアーカイブ）
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焼から逃れた多くの人々が集ま
り、家を失った人々の避難小屋
がつくられた。自力で住まいを
確保できる人は自力で住まいの
復興に向かう一方で、そうでな
い人々のための仮住まいである
公設バラックが 2 週間後にはつ
くられた。2 年後には公設バラ
ックも取り壊され、日比谷公園
は、公園としての本来機能を回
復していった27）。

2	 東日本大震災と日比谷公園
をとりに集まり、2,000 名の帰宅困難者を受
け入れた31）。
　日比谷公園に残った帰宅困難者もいた。日
比谷公会堂では、夜 19 時 30 分頃から東京都
の指示により帰宅困難者を受け入れたが、暖
房が使用中止になり、21 時 30 分頃に公会堂
職員の誘導のもと、80 名が霞門を入ってす
ぐの建物 1 階の飲食店「日比谷グリーンサロ
ン」（現在はタリーズコーヒー）に移動した。
　その「日比谷グリーンサロン」は、発災直
後は利用者が外に避難したが、地震の揺れが
小さくなってから営業を再開した。1 階の

「日比谷グリーンサロン」と 2 階の「緑と水
の市民カレッジ」は営業時間終了後も休憩
所・滞在場所として開放され、ラジオでニュ
ースを流したり、ホワイトボードに交通再開
情報を書き出したり、宿泊対応を行ったり、
自主的に帰宅困難者への支援を行った。
　東日本大震災前、日比谷公園北西部は千代
田区の帰宅困難者支援場所に指定されてお
り、飲料水の提供や、帰宅困難者が帰宅のた
めに必要な情報（災害の状況や道路の通行可

　2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分、牡鹿半島の東
南東 130 km 付近の三陸沖を震源とする M9.0
の地震が発生した。この地震によって引き起
こされた津波、原子力災害によって、岩手
県、宮城県、福島県を中心に、多くの人的・
物的被害が発生した。東京都でも千代田区を
はじめとする 9 区 2 市 1 村で最大震度 5 強を
記録し、首都圏では公共交通機関が長時間に
わたり運行停止となり、帰宅困難者が大量に
発生した28）。
　日比谷公園には、周辺のオフィスなどから
多くの人々が避難した29）。東日本大震災発災
時の日比谷公園の様子は、当時の日比谷公園
サービスセンター長である高橋裕一氏の「日
比谷公園の歴史と文化」に詳しい30）。園内の
避難者数はピーク時には 13 万から 13 万 5,000
人に達し、公衆電話や売店、トイレに長蛇の
列ができた。そして、小雨が降り出し、寒く
なってきた 16 時 30 分頃、園内から人が引き
上げ始めた。
　隣接する帝国ホテルでは、ホテル周辺にい
た人々や、日比谷通りを歩いてきた人々が暖
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ており、東京都地域防災計画において、広域
的な避難を要しない「地区内残留地区」とさ
れている。そのため、日比谷公園は「広域避
難場所」には指定されていないが、芝庭広場

（旧第二花壇）が「災害時臨時離着陸場候補
地」となっており、災害時にヘリコプターが
離着陸する可能性がある。そのため、日比谷
公園は東京都の「防災公園」と位置づけら
れ、防災施設の整備や維持管理が行われてい
る35）。
　前述の通り、東日本大震災前、日比谷公園
北西部は「帰宅困難者支援場所」に指定され
ており、区と帰宅困難者対策地域協力会によ
る飲料水等の提供が想定されていた。しか
し、東日本大震災時の経験から、物資提供は
非常に困難という教訓が得られたので、「災
害時退避場所」（図8）へと千代田区地域防
災計画での位置づけが変化した36）。
　千代田区では、大規模災害等が発生した場
合、すぐに避難するのではなく、自宅やオフ
ィス等に留まって被災状況を把握し、危険を
感じた場合は、区民は避難所へ、通勤・通学
者、来街者等は「災害時退避場所」へ退避す
ることとされている。そして「災害時退避場
所」では、災害時は防災行政無線等により、
帰宅困難者等一時受入施設の開設状況や公共
施設の運行情報など、地域の情報提供が行わ
れることになっている37）。

・防災関連施設の現状
　日比谷公園の防災関連施設の現状として
は、2023 年度末時点で、防災備蓄倉庫（千代
田区設置）、応急給水槽（都水道局設置：1,500
トン38））、災害用トイレ（マンホールトイレ）
4 箇所（16 穴）、防災用放送設備 11 基、デジ
タルサイネージ 1 台、非常用電源設備 1 基、

能性等）の提供が受けられることになってい
た32）。しかし、帰宅困難者の寝泊まりまでは
想定されておらず、十分な数量の毛布は確保
されていなかった33）。「日比谷グリーンサロ
ン」には毛布等の備蓄がなかったため、3 月
12 日午前 1 時半頃、経済産業省に 50 名が移
動し、最終的にはグリーンサロンで 17 名、
市民カレッジで 60 名が夜を越した34）。

3	 これから起こる地震災害と日比谷公園
　以上で見たように、関東大震災の際に日比
谷公園は、発災直後、火災からの避難場所と
なり、翌日からは火災で住まいを失った人々
の避難小屋、数週間後に公設バラックがつく
られ、露店も立ち並ぶ仮設市街地となった。
　東日本大震災の際には、地震直後は建物被
害を心配した周辺のオフィスからの一時的な
避難場所となるとともに、帰宅できなかった
数十名が、公園内の施設に滞在した。
　これは、災害の態様が違っていたことに加
え、1923 年から 2011 年までのあいだに、東
京の郊外化と職住分離が進み、電車通勤をす
る人が増えたことで、災害時の日比谷公園の
使われ方が変化したと捉えることができる。
　それでは、今後 30 年以内に約 70％ の確率
で発生すると予測されている首都直下地震に
よる災害において、日比谷公園はどのような
役割を担うと位置づけられ、そして、どのよ
うな役割を担うべきなのだろうか。

・防災計画上の位置づけ
　まず、日比谷公園の防災計画上の位置づけ
を確認したい。
　千代田区内全域は、「震災時に大規模な延
焼火災の危険性が比較的少ない」と考えられ



図8　日比谷公園の「災害時退避場所」位置図
出典：地理院地図 Vector で作成した白地図をもとに筆者作成
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　東日本大震災後は「東京駅周辺防災隣組」
（東京駅・有楽町駅周辺地区帰宅困難者対策
地域協力会）と東京都公園協会が連携して日
比谷公園で防災体験会（起震車や煙体験テン
ト、かまどベンチの火起こし等）を開催する
など、近隣の企業や団体と連携した防災の取
り組みも行われている。

・帰宅困難者への対応
　東京都が 2022 年 5 月 25 日に公表した「首
都直下地震等による東京の被害想定」では約
453 万人の帰宅困難者が想定されている。東
日本大震災の際は、交通機関が混乱する中、
その日のうちに徒歩で帰宅した人も多い。し
かし、都心の被害が大きくなる首都直下地震
においては、一斉帰宅によって混雑が発生
し、群衆雪崩が起きる可能性が指摘されてい
る。
　今後、大規模災害が発生すると、都心のオ

防災用照明 22 基、防災パーゴラ 2 基、かま
どベンチ 6 基が設置されている（図9）。
　今後は、要配慮者の利用を考慮し、防災関
連施設のバリアフリー化など、さらなる課題
への対応も必要である。

・防災訓練等の実施状況
　一般的に、防災関連施設が設置されていて
も、災害時にスムーズに使えるとは限らな
い。防災訓練等の際に、マンホールトイレや
防災パーゴラ、かまどベンチなどを実際に使
ってみることが必要である。現在、日比谷公
園では、指定管理者である東京都公園協会内
での防災無線訓練、千代田区による防災無線
訓練、東京都公園協会の参集者（発災時に徒
歩で来られる職員）による園内の防災施設運
用訓練、夜間参集訓練、日比谷公園サービス
センター職員による勤務時間内震災対応訓練
などの訓練が行われている。



図9　日比谷公園の防災関連施設
出典：地理院地図 Vector で作成した白地図をもとに筆者作成
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　日比谷公園周辺のいくつかの建物（建設中
も含む）の防災機能を見ると、以下のような
ものがある。
　東日本大震災後の 2018 年に竣工した東京
ミッドタウン日比谷では、建物全体で約
3,000 名の帰宅困難者の受け入れを想定し、3
日分の食料や衛生用品が備蓄されている40）。
　現在、日比谷公園の南東に隣接する内幸町
一丁目街区では延床面積 110 万 m2 のオフィ
スや商業施設、ホテル、住宅機能からなる複
合開発「TOKYO CROSS PARK 構想」が進
んでいる。この開発のテーマの一つは、「持
続可能な街・社会へ」であり、「災害に強い
エネルギーシステムを構築し、帰宅困難者の

ープンスペースである日比谷公園には、関東
大震災や東日本大震災のときのように、多く
の人々が避難してくることが考えられる。そ
の避難者たちの一斉帰宅による群衆雪崩等の
リスクを回避するためには、日比谷公園への
避難者が園内やその周辺の「帰宅困難時の一
時滞在施設」等（都立施設の他に、千代田
区・港区が協定を結んだ団体の施設がある）
にスムーズに移動し、状況が落ち着くまで滞
在することが必要である。
　図10のように、日比谷公園周辺には、都
立施設、官公庁、民間施設など様々なタイプ
の施設が、帰宅困難者を受け入れることにな
っている。



図10　日比谷公園周辺の「帰宅困難者等一時受入施設」等（公表されている施設のみ）
出典：地理院地図 Vector で作成した白地図をもとに筆者作成
※民間一時滞在施設については、民間事業者の意向により、事前に情報を公表していない施設がある。ま

た、建物は筆者がトレースしたものであり、形は正確ではない。
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災害時（地震・水害等）の一時滞在スペース
を確保することが計画されている42）。
　今後は、これらの施設との連携をさらに強
化し、公園の防災機能を地域全体で補完する
仕組みが求められる。

〈謝辞〉
本稿の執筆にあたり、公益財団法人東京都公園協会
にご協力いただきました。心より御礼申し上げます。

※関東大震災当時の資料の引用については、旧仮名
遣いを現代仮名遣いに、旧字体を新字体に改めた。

一時滞在施設を整備する等、高度防災機能を
兼ね備え」ることが謳われている41）。具体的
には、「帰宅困難者支援機能の整備」、「災害
に強いエネルギーシステムの導入」、「CCP

（Community Continuity Planning）の構築な
ど地域防災力の強化」の取り組みがあり、特
に「帰宅困難者支援機能の整備」としては、
帰宅困難者の一時滞在施設を整備（約 1.2 ha、
約 7,000 人）、帰宅困難者の 3 日分の災害用
備蓄品を確保できる備蓄倉庫の整備、災害時
のトイレ等の確保、大規模広場等を活用し、
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